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顔写真

略歴
 1977年 ⼤和ハウス⼊社（⽣産部⾨）
 2002年 札幌⼯場⼯場⻑
 2006年 中部⼯場⼯場⻑
 2011年 総合技術研究所
      材料・ものづくり研究室⻑ 
 2015年 ⼯業化建築技術センター
      建築系技術開発２グループ⻑

社外活動
 2013年〜⾦沢⼯業⼤学COI STREAM
    研究員（タスクチームリーダー）

趣味
 芝⽣の上を歩くこと

1．⾃⼰紹介
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出典：「⼈⼝推計」（総務省統計局）

２－①．⼈⼝の推移と少⼦⾼齢化

⽇本の⼈⼝の推移 7

■⽇本の⼈⼝は右肩下がり、65歳以上の割合は増加



２－②．新築住宅着⼯⼾数の推移

第236回NRIメディアフォーラム
2030年の住宅市場〜”移動⼈⼝”の拡⼤が⼈⼝減少下における住宅市場活性化の鍵に〜 資料より抜粋

■新築住宅着⼯⼾数は減少傾向
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２－③．空家数の推移

9
第236回NRIメディアフォーラム
2030年の住宅市場〜”移動⼈⼝”の拡⼤が⼈⼝減少下における住宅市場活性化の鍵に〜 資料より抜粋

■空家は年々増加傾向
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２－④．⼾建て住宅・プレハブ住宅のシェア

■⽊造住宅の割合が⾼い

出典：総務省「平成25年住宅・⼟地統計調査」

⽊造
3,011

（57.8%）

鉄筋
コンクリート造

1,766
（33.9%）

⼀⼾建
2,860

（54.9%）

共同住宅
2,209

（42.4%）

⻑屋建
129

（2.5%）

その他 14
（0.2%）

その他
13（0.2%） 鉄⾻造

419
（8%）

住宅の種類と構造



２－④．⼾建て住宅・プレハブ住宅のシェア
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プレハブ住宅のシェア

■６⼾に１⼾はプレハブ住宅

出典：(⼀社)プレハブ協会ホームページ（http://www.purekyo.or.jp/present-situation.html）



２－⑤．リフォーム市場

12㈱野村総合研究所 2016.6.2ニュースリリースより抜粋

■リフォーム市場規模は横ばい？

狭義：「住宅着⼯統計上『新設住宅』に計上される増築・改築⼯事」、「設備等の修繕維持費」
広義：狭義のリフォーム市場規模に「エアコンや家具等のリフォームに関連する耐久消費財、
   インテリア商品等の購⼊費を含めた⾦額」を加えたもの
（住宅リフォーム・紛争処理センターより）。
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３－①．⼤和ハウス⼯業㈱の概要
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創 業   ： 1955年4⽉5⽇

所 在   ： ⼤阪市北区梅⽥

資本⾦   ： 1,616億円

業 種   ： 総合建設業

従業員数  ： 14,621⼈
        （グループ 37,191⼈）
        ※ 2016年3⽉時点

グループ会社： 142社（連結）
            ※ 2016年3⽉時点

売 上   ： 1兆6,497億円
        (グループ 3兆1,929億円)
        ※2016年3⽉期

創 業   ： 1955年4⽉5⽇

所 在   ： ⼤阪市北区梅⽥

資本⾦   ： 1,616億円

業 種   ： 総合建設業

従業員数  ： 14,621⼈
        （グループ 37,191⼈）
        ※ 2016年3⽉時点

グループ会社： 142社（連結）
            ※ 2016年3⽉時点

売 上   ： 1兆6,497億円
        (グループ 3兆1,929億円)
        ※2016年3⽉期

⼤和ハウス⼯業㈱本社ビル（梅⽥）



３－①．⼤和ハウス⼯業㈱の概要
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新設住宅着⼯⼾数

連結売上⾼

住宅着⼯100万⼾ライン

売上⾼1兆円ライン

ミゼットハウス

ﾘｿﾞｰﾄﾎﾃﾙ・ｺﾞﾙﾌ場 ホームセンター

商業施設集合住宅

総合⽣活産業プレハブ住宅メーカー建築の⼯業化

パイプハウス 岡⼭ネオポリス ⼾建住宅

売上⾼2兆円ライン

⼈
・
街
・
暮
ら
し
の
価
値
共
創
グ
ル
�
プ

�1995
 売上⾼1兆円達成

�2005
 創業50周年

�2011〜
建設不動産業界
売上⾼ＮＯ１

�2012
売上⾼2兆円達成

成⻑の歩みと経営環境の変化

�1955 創業

�2015
売上⾼3兆円達成



３－①．⼤和ハウス⼯業㈱の概要
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⼈・街・暮らしの価値共創グループ

物流

増改築

医療
介護 運営

管理

不動産
リート

商業
建築

保険

増改築
⼾建

運営
管理

マン
ション

住宅Housing Business

Life

「建築の⼯業化」を理念に創業、プレハブ住宅メーカーとして成⻑
ニーズに対応した多⾓化で、「⼈・街・暮らしの価値共創グループ」として

更なる成⻑を⽬指します



⼾建住宅
3,783億 （11.8％）

賃貸住宅
8,802億 （27.6％）

マンション
2,733億 
（8.7％）

住宅ストック
955億 （3.0％）

商業施設
4,955億 （15.5％）

事業施設
7,364億 （23.1％）

その他
3,277億 （10.3％）

2015年度 売上額（連結） 3兆1929億円

３－①．⼤和ハウス⼯業㈱の概要
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■住宅系で売り上げはほぼ1/2を占める

住宅系



地震対策技術

３－②．⼾建住宅事業

【xevo Σ (ジーヴォ・シグマ）】

■■  ⼾建住宅ブランド⼾建住宅ブランド  「「xevoxevo」」  

【skye（スカイエ）】
   ※⾸都圏限定中層市場向け商品

外張り断熱
通気外壁 太陽光発電

18



【SEJOUR WIT-SW
（セジュール･ウィットSW）】

３－③．賃貸住宅事業
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■■  賃貸住宅ブランド賃貸住宅ブランド  「「D-roomD-room」」  

⾼遮⾳床防犯配慮
SW仕様 経営サポート

【SEJOUR OTTʻs-T
（セジュールオッツT）】

※３階建 耐⽕構造

「「SEJOURSEJOUR」」  



３－④．マンション事業

21

■■  マンションブランドマンションブランド

      「コンセプト」      「コンセプト」  

【PREMIST靱本町】
※完成イメージ図

【PREMIST京都烏丸鞍⾺⼝】
※完成イメージ図

優しく永く

創りながら
美しく



３－⑤．住宅ストック事業

22

断熱診断住まいの
健康診断 耐震診断

■■  適切な維持管理・リフォーム提案適切な維持管理・リフォーム提案



ロードサイド店舗

【イーアスつくば】

⼤型商業施設

近隣型ショッピングセンター

３－⑥．商業施設事業
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【フレスポ⾶騨⾼⼭】



３－⑦．事業施設事業

24

環境配慮型オフィス医療・介護施設

物流施設



12ヶ国＋1地域／29都市での事業展開

３－⑧．その他事業（海外事業）
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＜アラブ⾸⻑国連邦＞
  

＜オーストラリア＞
  

＜フィリピン＞

＜シンガポール＞

中近東

オセアニア

ASEAN

ドバイ ＜韓国＞

その他
アジア

ソウル

台北  ＜     ＞

＜インド＞ 
チェンナイ マニラ

＜ベトナム＞
 ハノイ  ホーチミン

＜マレーシア＞
 クアラルンプール   

＜インドネシア＞
 ジャカルタ   

 シンガポール

 ブリスベン

 シドニー   
■

■

■

■

■

■ ■

中国
 上海  蘇州  無錫

 ⼤連  北京  天津

 常州  紹興  広州

 深圳  ⾹港

■ ■ ■

■ ■ ■

■ ■

■ ■ ■

■ ■

■

■

■

⽶州

 ウィルミントン  サンノゼ
 ロサンゼルス  グアム  

＜メキシコ＞
 メキシコシティー  イラプアト

■ ■
■■

■ ■

＜アメリカ＞

⼤和ハウスグループ（フジタ以外）
フジタ
⼤和ハウスグループ＋フジタ

■

■

■



コア事業との連携強化による多⾓化事業の拡⼤

３－⑨．⼤和ハウスグループの取り組み
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賃貸住宅賃貸住宅賃貸住宅

マンションマンションマンション

⼾建住宅⼾建住宅⼾建住宅

商業施設商業施設商業施設

事業施設事業施設事業施設

●損害保険業代理（⼊居者・施主）

●インテリア（設計段階から提案）

●環境エネルギー（売電・省エネ改修）

●プロバイダー（⼊居者向け）

●クレジットカード（家賃等決済）

●パーキング（付設駐⾞場管理・空地管理）

●都市型ホテル（出店）

●スポーツクラブ（出店）

●ホームセンター（出店・リフォーム）

●物流（物流センター開発・テナント企業物流）

●ロボット(介護施設）

住宅ストック住宅ストック住宅ストック
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４．総合技術研究所の取り組み

総合技術研究所では、時代の求めるニーズに応えていくために
産・官・学・医と広く連携をとり、研究活動を進めています

今、そして将来に求められる７つのキーワード

「あ・す・ふ・か・け・つ・の」
とは何かを常に考えて、いかなる技術で応えていくかが研究開発のテーマです

28

安全･安⼼

ストック
福祉 環境

健康

通信

農業



安全・安⼼安全・安⼼ 

〜徹底した検証に基づく安全・安⼼〜

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜安⼼・安全〜
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【D-TEC PILE】

安⼼・安全安⼼・安全
 〜徹底した検証に基づく安全・安⼼〜

■耐震住宅、制震住宅
■Σデバイス
■座屈拘束ブレース  「D-TEC BRACE」
■鋼管杭⼯法     「D-TEC PILE」
■オリジナル制振装置 「DMD」

【Σデバイス】

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜安⼼・安全〜

30

【研究内容】



31

スピード・ストックスピード・ストック

〜⼯業化技術が⽣み出す⾼資産価値のストック〜

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜スピード・ストック〜
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４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜スピード・ストック〜

スピード・ストックスピード・ストック
 〜⼯業化技術が⽣み出す⾼資産価値のストック〜

【外張り断熱通気外壁】【moogle（モーグル）】

【研究内容】

⼯業化住宅

■トリプルコンバインドシステム
■外張り断熱通気外壁
 （業界最⾼⽔準の⾼断熱・⾼耐久性）
■ecoナビゲーター
■DSQフレームシステム
■狭⼩空間点検ロボット
 「moogle（モーグル）」
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福祉福祉

〜利⽤する⼈の全てに優しく、細やかな提案〜

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜福祉〜
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福祉福祉
 〜利⽤する⼈の全てに優しく、細やかな提案〜

■⼀歩進んだユニバーサルデザイン
 〜フレンドリーデザイン
 （当社オリジナルコンセプト）
■各⼤学との共同研究

【スライドベンチ付きシューズ
ボックス】

【フラットドアストッ
パー】

【シンクロ引き分
け⼾】

【研究内容】

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜福祉〜
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環境環境

〜⼼豊かに⽣きる社会の実現へ、次世代に向けての環境思考〜

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜環境〜



36

環境環境
 〜⼼豊かに⽣きる社会の実現へ、次世代に向けての環境思考〜

■新エネルギー（⾵⼒発電システム）
 「⾵流鯨」（かぜながすくじら）
 「エコジャイロ」
■リチウムイオン蓄電池
■壁⾯緑化技術
■⾼効率反射板「レフボ」

【レフボ】

【⾵流鯨】

 壁⾯緑化技術（引⽤元:⼤和リースHP）

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜環境〜

【研究内容】
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健康健康

〜⼼と体の健康のための住まいの技術〜

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜健康〜
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健康健康
 〜⼼と体の健康のための住まいの技術〜

【空気浄化
ef】

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜健康〜

【研究内容】

■在宅健康チェックシステム
 「インテリジェンストイレⅡ」
 「健康かんりくん」
■オリジナル空気清浄機
 「空気浄化ef」
■⼼の健康
 「奏でる家」

空気浄化ef

空気浄化ef

【インテリジェンストイ
レⅡ】

【奏でる家】
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通信通信

〜住まいと情報通信技術の融合〜 

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜通信〜



40【D-HEMS】

通信通信
 〜住まいと情報通信技術の融合〜 

■ホームネットワーク
■防犯配慮
 「留守宅モニタリングシステム」
■「スマートハウス」実証実験
■エネルギーマネジメントシステム
 「D-HEMSⅢ」

【研究内容】

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜通信〜
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のの
農業農業

〜⾷料⾃給率向上を⽬指す「農業の⼯業化」〜

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜農業〜
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農業農業
 〜⾷料⾃給率向上を⽬指す「農業の⼯業化」

■植物⼯場ユニット
 「agri-cube（アグリキューブ）」

【agri-cube（アグリキューブ）】

４．あ・す・ふ・か・け・つ・の 〜農業〜

【研究内容】
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⽬次

11 ⾃⼰紹介⾃⼰紹介
22 社会動向社会動向
33 ⼤和ハウスグループの取り組み⼤和ハウスグループの取り組み
44 総合技術研究所の取り組み総合技術研究所の取り組み
  （あ・す・ふ・か・け・つ・の）  （あ・す・ふ・か・け・つ・の）
５．建築業界における課題５．建築業界における課題
６．今後求められるマテリアル６．今後求められるマテリアル
７．最後に７．最後に
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５．建築業界における課題

①⼈財不⾜

③技術改⾰②環境問題



45

５．建築業界における課題

①⼈財不⾜

③技術改⾰②環境問題



46

５－①．⼈財不⾜

■建設に携わる労働者は減少

建設業就業者数の推移
出典：「統計資料から⾒る建設労働の推移」（労働政策研究・研修機構 資料シリーズ No.149）
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５－①．⼈財不⾜

■建設に携わる労働者の⾼齢化が進む

建設業就業者の年齢構成の推移

出典：「統計資料から⾒る建設労働の推移」（労働政策研究・研修機構 資料シリーズ No.149）

34.2

16.4

28.9

10.7
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５－①．⼈財不⾜

⼈財不⾜
簡素化

省⼈化

ロボット化



49

５－①．⼈財不⾜

企業理念

事業を通じて⼈を育てること

「企業は人なり」「企業は人なり」「企業は人なり」「企業は人なり」という言葉があります。という言葉があります。という言葉があります。という言葉があります。
わが社の歩みは常に「人」の創意・誠意・熱意によって運び進められてきました。わが社の歩みは常に「人」の創意・誠意・熱意によって運び進められてきました。わが社の歩みは常に「人」の創意・誠意・熱意によって運び進められてきました。わが社の歩みは常に「人」の創意・誠意・熱意によって運び進められてきました。
創業者が常に言い続けてきた「現場主義」と「積極精神」にもとづく行動がそこにあり創業者が常に言い続けてきた「現場主義」と「積極精神」にもとづく行動がそこにあり創業者が常に言い続けてきた「現場主義」と「積極精神」にもとづく行動がそこにあり創業者が常に言い続けてきた「現場主義」と「積極精神」にもとづく行動がそこにあり
ました。私たちは、さらに時代の変化を先取りし、企業も常に変化し続けなければなりました。私たちは、さらに時代の変化を先取りし、企業も常に変化し続けなければなりました。私たちは、さらに時代の変化を先取りし、企業も常に変化し続けなければなりました。私たちは、さらに時代の変化を先取りし、企業も常に変化し続けなければなり
ません。その変化をもたらすのは、ません。その変化をもたらすのは、ません。その変化をもたらすのは、ません。その変化をもたらすのは、「人」「人」「人」「人」です。です。です。です。
ゆえに、事業を行う上で一番重要なことはゆえに、事業を行う上で一番重要なことはゆえに、事業を行う上で一番重要なことはゆえに、事業を行う上で一番重要なことは「人財育成」「人財育成」「人財育成」「人財育成」なのです。なのです。なのです。なのです。

代表取締役会長　CEO　　樋口　武男　　
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５．建築業界における課題

①⼈財不⾜

③技術改⾰②環境問題



世界のCO2排出量

出典：全国地球温暖化防⽌活動推進センターホームページ
（http://www.jccca.org/） 51

⽇本の部⾨別CO2排出量割合

産業部⾨
34%

５－②．環境問題

⽇本
3.7%

■⽇本のCO2排出量の34%は産業部⾨



世界の森林⾯積の変化

出典：森林・林業学習館ホームページ
（http://www.shinrin-ringyou.com/ 52

５－②．環境問題

■世界の森林⾯積は減少、アジアでは増加
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５－②．環境問題

廃棄物排出量の業種別排出量と割合

出典：環境省⼤⾂官房廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課
「産業廃棄物排出・処理状況調査（平成25年度実績）」より作成

■建設業の廃棄物排出量は約20%

20.9%

建設業



５－②．環境問題

54

環境問題光

⾵ ＣＯ2

廃棄物樹
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５－②．環境問題

環境負荷
ゼロ
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５－②．環境問題

リサイクルへの取組みイメージ図

■施⼯現場のゼロエミッション

搬出・運搬 搬出・運搬
新築現場 ⼯場 リサイクル⼯場

きめ細かい分別 2次分別

部材納⼊

部材納⼊ リサイクル

・リサイクル材を再び新築現場に

・品⽬別にリサイクル⼯場へ・余分な材料を納⼊しない（プレカット化）
・過剰梱包をなくす（梱包レス化）
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５－②．環境問題

Reuse
リストア＆
リビルド

新築

再⽣
（リ・ストア）

再構築
解体

再利⽤
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５－②．環境問題

Recycle
廃⾯材利⽤
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５．建築業界における課題

①⼈財不⾜

③技術改⾰②環境問題



５－③．技術改⾰（材料・建材）

60

建材の⻑寿命化

⽯油系由来から植物由来へ（持続可能）

建材の軽量化・⾼強度化

新素材・新建材
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６．今後求められるマテリアル今後求められるマテリアル

■⾃社でも素材の活⽤を検討中

⻑寿命化
⾼耐久・⾼強度
メンテナンス

フリー

軽量素材
複合材料

森林資源
有効活⽤

⽊材活⽤
ハイブリッド建材

施⼯性
環境負荷低減

軽量化
新素材
新構法
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⾰新材料による次世代インフラシステム構築
〜安全・安⼼で地球と共存できる数世紀社会の実現〜

社会実装を想定する主なアプリケーション・サービス
○社会インフラ
   ⻑寿命、軽量・⾼強度構造、新たな施⼯⽅法や維持管理技術により社会コストを⼤幅に低減します
○住宅・都市インフラ
   環境性能に優れた素材、⾼機能材料により、新たな住宅環境をつくり、都市の再⽣・構築をします
○海洋インフラ
   鉄などの従来材料では不可能な超⻑⼤連続構造を実現します（新たな価値の創造）

 

「⾰新材料」及び「⾰新製造プロセス・製造装置」の開発   

６．今後求められるマテリアル（ＣＯＩ）今後求められるマテリアル（ＣＯＩ）

出典：⽂部科学省ホームページ http://www.mext.go.jp/）
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 ハウスメーカーが求めるマテリアルとは使⽤者と
 供給者が問題点や課題を共有し解決する⼿段です。
 2020年の東京オリンピック・パラリンピック以降

の仕事量は予測できませんが、少⼦⾼齢化・⼈⼝減
少による⼈財不⾜、職⼈不⾜は避けて通れない現実
です。

 その為、次世代の建築物への対応として安全で環境
に優しく、低コストで⾼品質なマテリアルの開発に
期待いたします。

65

７．最後に



ご清聴 ありがとうございました 


